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１ テーマの設定の理由 
 我が校には、コンピュータが２５台、デジタル

カメラが３台、スキャナが１台あり、山形県教科

書供給所の先生から情報教育のサポートも受けて

いる。コンピュータの学習を行うには、大変恵ま

れた環境にある。               
 現在受け持っている５年１組の子供たちは我が

校が開校したときの１年生であり、１年生の頃か

ら、コンピュータの学習に親しんできた。これま

でもお絵かきやキーボードゲーム、インターネッ

トを使ったホームページの閲覧など、コンピュー

タを使っていろんなことを体験してきている。 
 しかし、コンピュータのリテラシーを身につけ

るための授業が多く、様々な教科の中で学習効果

を高めるためのコンピュータ利用は少なかった。

また、文字の入力に抵抗のある児童は少ないもの

の、様々なソフトを使いこなせているわけではな

い。そこで、もともとコンピュータに興味をもっ

ている子供たちなので、様々な教科の学習の中で、

コンピュータを効果的に使用することによって、

より意欲的に学習に取り組めるのではないかと考

え、このテーマを設定した。 
 
２ 研究の仮説 

(１) 仮説１ 
様々な学習活動の中で、効果的に機器を 

活用していけば、意欲的に学習に取り組む

ことができるだろう。 
(２) 仮説２ 

様々な機材やソフトを駆使していくこと 
により、表現方法に広がりと深まりがでて、

より意欲的に学習に取り組むことができる

だろう。 
 
３ 研究の方法 
 学校にあるパソコンソフトで、学習に効果的に

使用できそうなものを予めピックアップしておき、

時期を逃さず使っていく。また、総合的な学習の

時間などは、これまで身につけた技術をもとに機

器をフル活用し学習を進めていく。 
 

４ 研究の実践 
(１) １３年度の実践から 

  第２学年 収穫祭(生活科) 
  「いつもありがとう さつまいもパーティー」 
             の招待状を作ろう。 
ア 目標 

(ア) さつまいもの収穫に感謝しながら、

パーティーの内容を進んで考えたり、

様々な作業に意欲的に取り組むこと

ができる。(関心・意欲・態度) 
(イ) パソコンを使って、招待状を作った

り、パーティーの準備をしたりするこ

とができる。(思考・判断) 
(ウ) さつまいもの生長や、様々な活動の

中で一緒に協力し合い、友達の良さに

気付くことができる。(気づき) 
 

イ 授業のポイント 
招待状や簡単なカード作りはすでに何

回か経験しているので、子供たちの意欲を

維持するために今回は若干レベルを上げ

て、画像の取り込みにも挑戦した。 
あらかじめ、デジタルカメラで、友達の

顔写真を取り合った。その際には、画面い

っぱいに顔が入るように指示を出した。と

ころが、その画像のサイズが招待状に取り

込むと大きすぎて、バランスが悪かったた

めに、サイズダウンをしてから一人一人の

フロッピーに顔写真を入れておいた。そし

て取り込みの際には、そのフロッピーから

呼び込むことになった。 
招待状が完成した後は自分の顔写真入

りの招待状が各家庭に届くことになった。

学校でのコンピュータ学習の様子を知っ

てもらえるいい機会になった。 
 

ウ 授業の成果(○)と課題(▲) 
   この授業を通して、子供たちはまた一つコ

ンピュータの楽しさにふれることができた

ようであった。 
  ○ 顔写真が取り込まれると、照れくさそう



ではあるが、嬉しそうな歓声が上がってい

た。作品の表現方法の一つとして、デジタ

ルカメラが有効であることを教師として再

認識させられた。 
○ 教え合いや学び合いの場面が増え、その

後の学習でもそれが生かされるようにな

った。 
  ○ 顔写真入りの招待状だったので、家の

方々に喜んでもらえたこともあり、子供た

ちは満足そうであった。 
  ▲ 活動がマンネリ化しないように目新しい

こと(写真の取り込みなど)を取り入れたが、

２年生にとっては少し難しい作業もあり、

時間がかかってしまい、授業時間内に完成

した作品が少なかった。 
    ▲ 顔写真の画像のサイズダウンを全員分や

らなければならなかったため苦労したが、

一括して変換できるソフトがあることを後

ほど知り、視聴覚センターの先生とうまく

情報交換を図っていくことが、大切である

と思った。 

  
児童の作品 
 
エ 年間活動の経過と考察 

4 月 お絵描き 
5 月 カード作り 
6 月 生活科のまとめの表紙作り 
7 月   〃 

  8 月 三角形と四角形 

9 月  〃 (しきつめ) 
10 月 生活科のまとめの表紙作り 
11 月 さつまいもパーティー招待状作り 

  12 月 九九ロケット発射 
1 月    〃 
2 月 キューブネット体験 
3 月 思い出のアルバム中表紙作り 
 生活科を中心に１年間様々な活動を展

開することができた。子供たちはどの学習

にも目を輝かせながら、取り組んでいた。

やり直しがすぐにきき、自分の実力以上の

作品を作れたり、机上の学習では味わえな

い動きが見えたりする学習に大いにのめ

りこんでいた。 
 
(２) １４年度の実践から 
第５学年さくらんぼタイム(総合)活動プラン 

 
「知っているようで知らない 

東根の宝物」 
ア 子供の願い                            

   １学期子ども達は，さくらんぼ体験学習の中

で，さくらんぼについて，実はいろいろと知ら

ないことが多いことに気づき，深く調べること

となった。この活動を通して，「東根の特産物の

さくらんぼのことは、分かっていると思ったけ

れど，初めてわかったことがたくさんあった。」

という感想を持った子も多かった。中には，「他

にも東根のことを調べてみたい。」という思いを

持った子もいた。 

   そこで，子供たちが更に東根に目を向けられ

るように，「歴史」・「食べ物」・「人」に視点を当

てた話を３人の先生（地域ボランティア）にし

ていただいた。これらの交流を通して、子供た

ちの中に「東根の誇れるものを調べてみたい。」

という欲求が高まり，本活動がスタートした。 

 

イ 教師の願い 

(ア) 学習材について 

    私たちの身の回りには，歴史的価値や文化

的価値のあるもの，そして自然の神秘さなど，

気づかない事象がたくさん存在している。し

かし，それがなぜ存在するのか，どのように

して誕生したのか，成立したのか，また，ど

んな経緯があるのかなど，分からずに生活し

ている。また，それらを見ても特別に意識す

児童の写真 



ることなく過ごしている場合が多い。そこで，

自分の身の回り，特に自分が住んでいる「東

根」に対して，もっと目を向けさせ，東根に

あるすばらしいものと，それらに関わってき

た人達の熱い思いや生き方にふれさせたい

と考えた。それは，後に，人を愛し，郷土を

愛する心の素地になるものと考えるからで

ある。また，身近なものだからというだけで

なく，自分がよく分からないこと，曖昧なこ

とをそのままにせずに，「なぜ？」「どのよう

に？」という視点で，事柄に関わっていくこ

とは，生きていく上でとても重要な姿勢であ

る。正に，これは私たちが目指す「生きる力」

に他ならなく，子ども達にとって，有意義な

学習材であると考える。 

 

(イ) 視聴覚機器の利用について 

 今回の総合的な学習では、調べているテー

マにあった表現方法で、まとめをして発表す

ることを一つのねらいとして取り組んでき

ている。その中で、今回自分が担当したのは、

イバラトミヨという、絶滅の危機にさらされ

ている魚を調べている子供たちのグループ

だった。この「イバラトミヨ」は環境問題と

も大きく関わっているテーマである。調べ活

動を進めていく中で、子供たちの中に「自分

たちにできることは？」「みんなに訴えたい」

などの気持ちが高まり、様々な表現方法でイ

バラトミヨの絶滅の危機を訴えようとして

いる。パワーポイントはこれまで子供たちが、

目や耳にした事がないソフトではあるが、こ

の目的を達成するのに適したソフトである

と考えた。 

新しいものにはすぐに跳びつきたがる子供

たちなので、その中でも特に興味をもった子

供たちに、簡単なプレゼンテーションを見せ

て、パワーポイントグループが結成された。

目新しい表現方法に子供たちは大変意欲的

に学習を進めることができるであろうと考

えた。 

スキャナの使い方やソフトの使い方などは

グループの児童全員に教えたが、ソフトや機

器をより活用しやすくするために、スキャナ

の主担当など、それぞれ専門的に操作できる

よう、差別化して操作を教えていく。 

今回、パワーポイントを使うことで、これ

まで絶対に表現できなかったことも簡単に

できるようになった。実写の大きな画像を

使っての説明や、文字の提示の仕方など、

工夫によっては大変インパクトのある表現

となるはずである。表現の方法が広がり、

深まることにより、この後の発表会にも意

欲的に自信を持って取り組んでいけるので

はないかと考える。 

 

ウ 活動の方向 

 

 



エ 本時の活動 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

オ 本時の成果(○)と課題(▲) 

○ イバラトミヨパワーポイントグループは、

二人でひと組になり、お互いに協力し合い

ながら、一つのスライドを作っていった。

一人がパワーポイントで映像を作り、もう

一人がそれに合った文章をマイクロソフ

トワードで作るという分担である。それを

最後に一つの作品にし、全部で７枚のスラ

イドにまとめあげることができた。 

○ パワーポイントという、新しい発表の形

態を見い出す事ができ、今後の総合の発表

の仕方にも幅がでてきた。今回、パワーポ

イントでまとめをしなかった児童たちの

中にも、次は絶対やってみたいという児童

がたくさんいた。発表会当日も友達から賞 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
賛され、得意げであった。発表の回数を重

ねる度に、自信につながっていったようだ。 
○ できあがった作品に子供たちは歓声を上

げて喜んでいた。選んだ写真や協力して作

り上げた作品に自分なりの達成感や強い

思いをもつことができた。 
▲ コンピュータサポートの坂内さんの協力

を得ながら、今回は１４人のグループにパ

ワーポイントの使い方を指導してきた。コ

ンピュータの台数とも関係あるが、これを

学級規模でやったとすれば、支援の手が足

りなかったであろう。それをカバーするに

は、児童の中で操作に長けた、ミニティー

チャー的存在の子を生かしていくことが

必要である。 
▲ パワーポイント自体が子供の興味をひく

ソフトであるため、少し操作に慣れてくる

と様々なアニメーションなどの技巧に走

りがちであった。そこで、基本的な部分を

しっかり作っていくように指導していく

ことが必要である。その後、全体として統

一感がでるように、アニメーションなどを

設定させていった。 
 

  
 



 

 

 

 

 

 

 

 



カ 年間活動の経過と考察 

(ア)  総合的な学習の時間にインターネット

を使って調べ作業を進めたが、地域素材な

どは特に情報が少なく、図書館の本やそれ

に関わっている人に実際に聞いたほうがよ

りいいことに気づく事ができた。「調べ作業

即インターネット」、「インターネットは万

能」でない事に気づき、その後の学習では、

調べたい情報にあった方法を選択して、調

べる事ができるようになった。 

(イ)  理科の雲の動きの学習で、連続した雲の

動きをつかませるため、新聞の切抜きを集

めさせた。大体の動きはそれでもつかめた

が、インターネットの天気のサイトで、雲

の動きを動画で紹介しているところがあっ

た。雲が渦を巻きながら、動いていく様子

を何回も見る事ができ、学習のまとめとし

て効果的であった。 

(ウ)  理科のメダカの学習において、その成

長の様子を実物で観察できれば一番なの

だが、様々な事情で観察することができな

かった。そこで、インターネットでメダカ

の成長を紹介しているサイト(日記形式画

像付き)をもとにメダカの成長の様子を本

形式にまとめさせた。これまでもビデオを

見ての学習はあったが、それよりも興味・

関心が高まり意欲的に取り組み、学習効果

が上がった。 

(エ)  様々な思い出をスクールイントラパッ

クに打ち込み、５年生の思い出にまとめる

作業を進めている。来年度も引き続き６年

生の思い出を打ち込んで小学校の思い出ア

ルバムにする予定である。 

(オ) 算数の図形の学習のまとめとして、図形

のしきつめを算数ランチボックス３を使

って行った。教科書にも教材として、切り

取ってならべるものが付属していたが、時

間的にも美しさでもコンピュータを使っ

た方がより効果的であった。特に手先の器

用でない子にとって、作品のできばえは感

動そのものだった。 
 
５ ２年間の研究の成果(○)と課題(▲) 
 ○ 子供たちは、そもそもコンピュータ学習に

対する関心が高く、コンピュータを使うだけ

で、学習への意欲が高まった。 

 ○ 様々な制作活動などにおいて、これまで作

品作りが苦手だと感じていた児童もコンピ

ュータを使う事によって、自分で満足のいく

作品を作る事ができることで、意欲も高まっ

た。 
 ○ 調べ作業やまとめ、発表などをコンピュー

タを使って進める事によって、何回もやり直

しがきき、より良いものを求め続ける事がで

きた。 
○ 校内の他の先生のコンピュータを使用した

学習を見たり、自分から使えるソフトの紹介

をしたりしながら、教師間で情報交換をする

ことができ、児童にも還元できた。 
▲ キーボードの打ち込みスピードが遅く、

様々な学習や活動に支障をきたした。もっと

キーボードに触れて、短時間で打ち込む事が

できるように、コンピュータに触れる時間を

多くとる必要があった。しかし、それも時数

の関係で難しい点が多く、コンピュータ室の

休み時間の開放などに取り組んでいくことも、

考えていく必要があると感じた。 

 ▲ 時間的な余裕がなく、本当はコンピュータ

を使って進めたい学習でも、できない事が

多々あった。指導内容の更なる精選が必要と

考える。 
▲ 事前の十分な準備や余裕がないと、時間が

あっという間に流れ、コンピュータを使うだ

けの授業になってしまい、授業のねらいから

ずれてしまうことがあった。 

 ▲ 多教科にわたって・・というテーマで研究

に取り組んできたが、2 年間でやってきた教

科は、どうしても教師の得意な分野に偏って

しまった。得意教科の違う先生と情報交換し

ながら、進めていければよかった。 

 

  


